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本市の公共施設の状況について
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■「大津市公共施設白書」（平成２４年６月策定・平成３０年１２月再編）

本市の公共施設の総合的かつ計画的な管理を推進していく上で、基本となる考え方や維

持管理の方向性を示す計画であり、具体的な公共施設マネジメントの取組を検討する上での

拠り所となる「戦略」として位置付ける「マネジメント方針」を策定。

≪公共施設に関する計画≫

本市の公共施設（建物）を対象として、公共施設の設置状況や維持管理コストなどの現状を

可視化するとともに、施設を維持するための修繕・更新に必要となる将来のコストシミュレー

ションを実施したもの。

■「大津市公共施設総合管理計画」 （令和４年７月改訂（一本化））

本市の公共施設の状況について
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本市の公共施設の状況について

①本市の現状

・人口推計、財政状況

②公共施設の状況

・建築物の保有量

・老朽化の状況

・公共サービスの状況

・維持管理、更新等に係る経費

③将来コスト試算

・長寿命化対策による効果額

・将来コストの不足額

④公共施設の管理に関する基本的な考え方

・マネジメント方針
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本市の公共施設の状況について

①本市の現状 ＜人口推計＞

●令和7年から減少に転じ、今後更に減
少する見込み
●歳入額の柱である市民税の減少
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●将来、歳入の大幅な増加は見込めない。
●市税収入（ピンク色）も同様

本市の公共施設の状況について

①本市の現状 ＜財政状況・歳入＞
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●高齢者医療や福祉サービス等である扶助費・社会保障関係費が増加（グラフ青）
●施設の大規模改修や更新である投資的経費は減少（グラフ灰）

本市の公共施設の状況について

①本市の現状 ＜財政状況・歳出＞
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●棟数：1,086棟、 延床面積：約94.8㎡
●学校教育施設が44.0万㎡で全体の約46％、市営住宅が約16.4万㎡で全体の約17％

②公共施設の状況＜建築物の保有量＞

本市の公共施設の状況について
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●過去に整備された多くの施設が大規模改修や設備機器等の更新時期を迎えている
●建築後30年以上を経過している建物が約８割

本市の公共施設の状況について

②公共施設の状況＜老朽化の状況＞
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施設別の稼働率

●市全域で、貸室としてサービス提供している公共施設が多い（会議室、和室、実習室等で全体の86％）
●稼働率は、提供する施設数が少ない「体育館・アリーナ」「運動施設その他」が50％を超えている
一方、多くの施設に設置している「会議室」「和室」等は、概ね20％前後と低い状況
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②公共施設の状況＜公共サービスの状況＞

本市の公共施設の状況について
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●建築物の更新や改修に年間約82億円
（大型公共事業２件を含む）

本市の公共施設の状況について

②公共施設の状況＜維持管理・更新等に係る経費＞
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●建築物の更新や改修（投資額）は、年間約51億円
●施設の維持管理や運営には、年間約146億円

本市の公共施設の状況について

②公共施設の状況＜建築物の投資額・維持管理費＞
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●今ある施設を単純に更新（建替え）する場合、
年間約110億円～120億円程度が必要。

ア．単純更新した場合

本市の公共施設の状況について

③将来コストの試算＜長寿命化対策による効果額＞
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●施設を長寿命化する場合、年間約72億円～
91億円程度が必要。

イ．長寿命化対策した場合

本市の公共施設の状況について

③将来コストの試算＜長寿命化対策による効果額＞
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●施設を長寿命化対策することにより、年間で約19億円～54億円の効果が見込める。

本市の公共施設の状況について

③将来コストの試算＜長寿命化対策による効果額＞
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●長寿命化対策を行う場合でも、年間約10億円～25億円あまり不足。

本市の公共施設の状況について

③将来コストの試算＜将来コストの不足額＞
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④公共施設の管理に関する基本的な考え方＜マネジメント方針＞

「施設を整備する」という従来の手法にこだわらず、機能
面も含めた適正化に着目し、施設の有効利用や削減、機能
の統廃合なども含め、様々な状況に対応した施設の配置と
総量の適正化を図る

これまでの施設整備や管理運営の手法にとらわれず、民間
のノウハウや資金の活用、地域との協働など官民連携等の
導入や、余剰施設を最大限に有効活用するなどの効果的・
効率的な対応により、全てのコストの縮減を図る

建築物を耐用年数に達するまで利用することを基本とし、
将来の修繕・更新等を行う時期を的確に把握しながら、施
設の省エネルギー化も含め、財政計画とも連動した施設保
全を戦略的に推進する

本市の公共施設の状況について
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●建築物の老朽化や取り巻く環境の変化などの課題に対応していくため、市全体で長期間にわ
たって計画的かつ継続的な取組を推進していく必要があることから、その基本的な取組の理念
や考え方を示す「マネジメント方針」とマネジメント方針ごとに細かな取組や方向性、対策を
示す「取組方針」掲げている。

施設の適正化の検討を行うに当たっては、市民のニーズや
各地域における人口の動向、交通事情等に配慮しながら、
将来のまちづくりを常に意識し、市民にとってより良い施
設の在り方を追求する

建築物に関するストックやコストの状況を一元的に把握し、
組織横断的な視点から資産経営を行うための戦略的な建築
物のマネジメントを推進する

本市の公共施設の状況について

④公共施設の管理に関する基本的な考え方＜マネジメント方針＞４


